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研究成果の概要（和文）：総括班は４件の計画研究を有機的な連携のもとに推進する事を主な目的としている。
領域全体の情報交換を促進する為、国際研究集会を９回開催し、その参加者は国内外合わせて８００名を数え
た。同じく研究で得られた成果を広く国内外に発信し、若手育成の為に措置を講じ、領域ホームページを作成し
情報発信をした。公募研究では２度の募集を行い全１４件を採択。参加者は全国の大学・研究機関に分布してい
る。

研究成果の概要（英文）：The managing team had an objective to promote the four pre-planned areas of 
research under close interaction one another. We encouraged active exchange of information among the
 researchers involved in this Grant-in-aid program, and organized nine international conferences 
with more than 800 participants in total. We also build a homepage dedicated for the program and 
released information and achievements to both inside and outside of the country. We worked to foster
 younger generation researchers by involving graduate students and hiring posdocs with the Grant. We
 approved a total of 14 open research proposals in two times, with the proposed researchers 
spreading over many Japanese universities and research organizations.

研究分野： 天文学
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様式 

１．研究開始当初の背景
 １９９
（系外惑星
と並んで天文学における最重要課題となって
いる。その理由は、これらの研究は人類の根
源的な問い「我々はどこから来たのか、我々
は何者なのか、我々はどこに行くのか
ーギャン
らである。人類が長年かけて発見してきた太
陽系内の８個の惑星に対し、わずか
あいだに
今、最も重要な次のマイルストーンは「直接
撮像・分光」と「地球型惑星」である。
てより我が国は、太陽系の起源の研究におい
て天文学と惑星科学の密接な連携を培い、世
界をリードする成果を挙げてきた。しかしな
がら、系外惑星の研究をめぐる世界的競争は
非常に激しく、我が国においても、本研究に
より両分野の連携・融合を一層強化し、系外
惑星の研究をさらに発展させることが喫緊の
課題である。
 
２．研究の目的
 本領域では、天文学と惑星科学の密接な連
携・融合によって、我が国において「系外惑
星」という新たな
ードを狙うことで、当該分野における我が国
の学術水準を飛躍的に向上・強化することを
目的と
 その中心となるのは、直接的・間接的観測
手法を用いた太陽系外惑星の検出である。こ
れによって、木星型から地球型にいたる多様
な惑星の性質や、その形成と進化の理解を目
指す。
 これらの観測を、日本の独創的分野である
地球型惑星の形成理論や惑星大気理論と密接
に連携・融合させることで、地球型および木
星型惑星の起源と形成を解明
とした
 また
野にわたる日本の代表的研究者が、オールジ
ャパン体制で連携・融合して研究を推進する。
本領域の研究分担者・連携研究者は、全国の
様々な大学・機関の研究者を含み、
若手研究者を
これらの研究者間の共同研究の推進に積極的
に取り組み、天文学・惑星科学にこだわらず
分野横断的に研究員等を
領域を担う人材育成に取り組む。このような
取り組みを通して、
する人材が育成され、当該領域が継続的に発
展する状況を作り出すことを目指す。
 
３．研究の方法

 Ｃ－１９、Ｆ

研究開始当初の背景
１９９５年の太陽以外の恒星を周回する惑星

（系外惑星）の発見以来、系外惑星は宇宙論
と並んで天文学における最重要課題となって
いる。その理由は、これらの研究は人類の根
源的な問い「我々はどこから来たのか、我々
は何者なのか、我々はどこに行くのか
ーギャン）に科学的に答えようとしているか
らである。人類が長年かけて発見してきた太
陽系内の８個の惑星に対し、わずか
あいだに５００個近い系外惑星が発見された
今、最も重要な次のマイルストーンは「直接
撮像・分光」と「地球型惑星」である。
てより我が国は、太陽系の起源の研究におい
天文学と惑星科学の密接な連携を培い、世

界をリードする成果を挙げてきた。しかしな
がら、系外惑星の研究をめぐる世界的競争は
非常に激しく、我が国においても、本研究に
より両分野の連携・融合を一層強化し、系外
惑星の研究をさらに発展させることが喫緊の
題である。 

２．研究の目的 
本領域では、天文学と惑星科学の密接な連

携・融合によって、我が国において「系外惑
星」という新たな
ードを狙うことで、当該分野における我が国
の学術水準を飛躍的に向上・強化することを
目的とした。 
その中心となるのは、直接的・間接的観測

手法を用いた太陽系外惑星の検出である。こ
れによって、木星型から地球型にいたる多様
な惑星の性質や、その形成と進化の理解を目
指す。 
これらの観測を、日本の独創的分野である

地球型惑星の形成理論や惑星大気理論と密接
に連携・融合させることで、地球型および木
星型惑星の起源と形成を解明
した。 
また本研究では、天文学・惑星科学の両分

野にわたる日本の代表的研究者が、オールジ
ャパン体制で連携・融合して研究を推進する。
本領域の研究分担者・連携研究者は、全国の
様々な大学・機関の研究者を含み、

研究者を多く含んでいる。本領域では、
これらの研究者間の共同研究の推進に積極的
に取り組み、天文学・惑星科学にこだわらず
分野横断的に研究員等を
領域を担う人材育成に取り組む。このような
取り組みを通して、
する人材が育成され、当該領域が継続的に発
展する状況を作り出すことを目指す。

３．研究の方法 

、Ｆ－１９－

研究開始当初の背景 
５年の太陽以外の恒星を周回する惑星

の発見以来、系外惑星は宇宙論
と並んで天文学における最重要課題となって
いる。その理由は、これらの研究は人類の根
源的な問い「我々はどこから来たのか、我々
は何者なのか、我々はどこに行くのか

に科学的に答えようとしているか
らである。人類が長年かけて発見してきた太
陽系内の８個の惑星に対し、わずか

０個近い系外惑星が発見された
今、最も重要な次のマイルストーンは「直接
撮像・分光」と「地球型惑星」である。
てより我が国は、太陽系の起源の研究におい
天文学と惑星科学の密接な連携を培い、世

界をリードする成果を挙げてきた。しかしな
がら、系外惑星の研究をめぐる世界的競争は
非常に激しく、我が国においても、本研究に
より両分野の連携・融合を一層強化し、系外
惑星の研究をさらに発展させることが喫緊の

 
本領域では、天文学と惑星科学の密接な連

携・融合によって、我が国において「系外惑
星」という新たな学術領域を確立し
ードを狙うことで、当該分野における我が国
の学術水準を飛躍的に向上・強化することを

その中心となるのは、直接的・間接的観測
手法を用いた太陽系外惑星の検出である。こ
れによって、木星型から地球型にいたる多様
な惑星の性質や、その形成と進化の理解を目

これらの観測を、日本の独創的分野である
地球型惑星の形成理論や惑星大気理論と密接
に連携・融合させることで、地球型および木
星型惑星の起源と形成を解明

本研究では、天文学・惑星科学の両分
野にわたる日本の代表的研究者が、オールジ
ャパン体制で連携・融合して研究を推進する。
本領域の研究分担者・連携研究者は、全国の
様々な大学・機関の研究者を含み、

多く含んでいる。本領域では、
これらの研究者間の共同研究の推進に積極的
に取り組み、天文学・惑星科学にこだわらず
分野横断的に研究員等を雇用し、新たな学術
領域を担う人材育成に取り組む。このような
取り組みを通して、5 年後には世界をリード
する人材が育成され、当該領域が継続的に発
展する状況を作り出すことを目指す。

 

－１、Ｚ－１９

５年の太陽以外の恒星を周回する惑星
の発見以来、系外惑星は宇宙論

と並んで天文学における最重要課題となって
いる。その理由は、これらの研究は人類の根
源的な問い「我々はどこから来たのか、我々
は何者なのか、我々はどこに行くのか」（ゴ

に科学的に答えようとしているか
らである。人類が長年かけて発見してきた太
陽系内の８個の惑星に対し、わずか１５年の

０個近い系外惑星が発見された
今、最も重要な次のマイルストーンは「直接
撮像・分光」と「地球型惑星」である。かね
てより我が国は、太陽系の起源の研究におい
天文学と惑星科学の密接な連携を培い、世

界をリードする成果を挙げてきた。しかしな
がら、系外惑星の研究をめぐる世界的競争は
非常に激しく、我が国においても、本研究に
より両分野の連携・融合を一層強化し、系外
惑星の研究をさらに発展させることが喫緊の

本領域では、天文学と惑星科学の密接な連
携・融合によって、我が国において「系外惑

学術領域を確立し世界的リ
ードを狙うことで、当該分野における我が国
の学術水準を飛躍的に向上・強化することを

その中心となるのは、直接的・間接的観測
手法を用いた太陽系外惑星の検出である。こ
れによって、木星型から地球型にいたる多様
な惑星の性質や、その形成と進化の理解を目

これらの観測を、日本の独創的分野である
地球型惑星の形成理論や惑星大気理論と密接
に連携・融合させることで、地球型および木

することを目標

本研究では、天文学・惑星科学の両分
野にわたる日本の代表的研究者が、オールジ
ャパン体制で連携・融合して研究を推進する。
本領域の研究分担者・連携研究者は、全国の
様々な大学・機関の研究者を含み、とりわけ

多く含んでいる。本領域では、
これらの研究者間の共同研究の推進に積極的
に取り組み、天文学・惑星科学にこだわらず

雇用し、新たな学術
領域を担う人材育成に取り組む。このような

年後には世界をリード
する人材が育成され、当該領域が継続的に発
展する状況を作り出すことを目指す。 

１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）

５年の太陽以外の恒星を周回する惑星
の発見以来、系外惑星は宇宙論

と並んで天文学における最重要課題となって
いる。その理由は、これらの研究は人類の根
源的な問い「我々はどこから来たのか、我々

（ゴ
に科学的に答えようとしているか

らである。人類が長年かけて発見してきた太
５年の

０個近い系外惑星が発見された
今、最も重要な次のマイルストーンは「直接

かね
てより我が国は、太陽系の起源の研究におい
天文学と惑星科学の密接な連携を培い、世

界をリードする成果を挙げてきた。しかしな
がら、系外惑星の研究をめぐる世界的競争は
非常に激しく、我が国においても、本研究に
より両分野の連携・融合を一層強化し、系外
惑星の研究をさらに発展させることが喫緊の

本領域では、天文学と惑星科学の密接な連
携・融合によって、我が国において「系外惑

世界的リ
ードを狙うことで、当該分野における我が国
の学術水準を飛躍的に向上・強化することを

その中心となるのは、直接的・間接的観測
手法を用いた太陽系外惑星の検出である。こ
れによって、木星型から地球型にいたる多様
な惑星の性質や、その形成と進化の理解を目

これらの観測を、日本の独創的分野である
地球型惑星の形成理論や惑星大気理論と密接
に連携・融合させることで、地球型および木

ことを目標

本研究では、天文学・惑星科学の両分
野にわたる日本の代表的研究者が、オールジ
ャパン体制で連携・融合して研究を推進する。
本領域の研究分担者・連携研究者は、全国の

とりわけ
多く含んでいる。本領域では、

これらの研究者間の共同研究の推進に積極的
に取り組み、天文学・惑星科学にこだわらず

雇用し、新たな学術
領域を担う人材育成に取り組む。このような

年後には世界をリード
する人材が育成され、当該領域が継続的に発

 ５年に
下の四つの
指した
Ａ０
手法を用いた地球型惑星の間接検出を推進す
る。さらに、高コントラスト赤外線分
開発して、木星型惑星を直接分光し、その特
徴を明らかにする
Ａ０２）直接分光によって得られたスペクト
ルを解釈し、惑星大気の化学的性質や進化を
明らかにするための、汎惑星大気理論を構築
する。
Ｂ０１）ＡＬＭＡやすばるを用いた原始惑星
系円盤の観測や、ダストの成長実験を推進し、
円盤物質か
程を解明する。
Ｂ０
理論を展開し、直接・間接観測から得られる
系外惑星の統一的描像との比較を通して、汎
惑星系形成理論を構築する。
 
４．研究成果
 
 新たに
に成功
れた惑星では最小の質量をもつ「第二の木星」
で、
パクト
させ

図：
９c（上）
 
 地球型惑星大気は水惑星と灼熱惑星のふた
つの型に別れることを発見。惑星のハビタビ
リティの研究を強く刺激し、発表後
回引用された

ＣＫ－１９（共通）

５年にわたる研究期間において、我々は以
下の四つの研究計画によって目標の
指した。 
０１）木星型惑星を直接検出し、また様々な

手法を用いた地球型惑星の間接検出を推進す
る。さらに、高コントラスト赤外線分
開発して、木星型惑星を直接分光し、その特
徴を明らかにする
Ａ０２）直接分光によって得られたスペクト
ルを解釈し、惑星大気の化学的性質や進化を
明らかにするための、汎惑星大気理論を構築
する。 
Ｂ０１）ＡＬＭＡやすばるを用いた原始惑星
系円盤の観測や、ダストの成長実験を推進し、
円盤物質から地球型惑星が形成されていく過
程を解明する。
０２）ハビタブル地球型惑星を含む惑星形成

理論を展開し、直接・間接観測から得られる
系外惑星の統一的描像との比較を通して、汎
惑星系形成理論を構築する。

４．研究成果 

新たに2個の恒星周囲の惑星
に成功した。そのうちひとつは、
れた惑星では最小の質量をもつ「第二の木星」
で、系外惑星の直接検出において大きなイン
パクトを与えた
させ、系外惑星の

図：CHARISの観測で得られた系外惑星
（上）, d（右下）

地球型惑星大気は水惑星と灼熱惑星のふた
つの型に別れることを発見。惑星のハビタビ
リティの研究を強く刺激し、発表後
回引用された（

ＣＫ－１９（共通） 

わたる研究期間において、我々は以
研究計画によって目標の

）木星型惑星を直接検出し、また様々な
手法を用いた地球型惑星の間接検出を推進す
る。さらに、高コントラスト赤外線分
開発して、木星型惑星を直接分光し、その特
徴を明らかにする(キャラクタリゼーション
Ａ０２）直接分光によって得られたスペクト
ルを解釈し、惑星大気の化学的性質や進化を
明らかにするための、汎惑星大気理論を構築

Ｂ０１）ＡＬＭＡやすばるを用いた原始惑星
系円盤の観測や、ダストの成長実験を推進し、

ら地球型惑星が形成されていく過
程を解明する。 

ハビタブル地球型惑星を含む惑星形成
理論を展開し、直接・間接観測から得られる
系外惑星の統一的描像との比較を通して、汎
惑星系形成理論を構築する。

 

個の恒星周囲の惑星
そのうちひとつは、

れた惑星では最小の質量をもつ「第二の木星」
系外惑星の直接検出において大きなイン
を与えた（A01）。また

、系外惑星の分光観測に成功した

の観測で得られた系外惑星
（右下）, e（中央右）の画像。

地球型惑星大気は水惑星と灼熱惑星のふた
つの型に別れることを発見。惑星のハビタビ
リティの研究を強く刺激し、発表後

（A02）。 

わたる研究期間において、我々は以
研究計画によって目標の実現を目

）木星型惑星を直接検出し、また様々な
手法を用いた地球型惑星の間接検出を推進す
る。さらに、高コントラスト赤外線分光器を
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